





Pharmacological Studies of Stevioside
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τhe　mean　of　5　male　guinea　pigs．
Fig．7．　The　Effect　of　Stevioside　（69％）on
　　　Histamine　Contraction　of　Ileum
62 倉橋他：天然甘味料，Steviosideの一般薬理試験
よって構造が解明された分子式C38H6。0、8，分子
量804．9，融点195～198℃の白色結晶粉末である．
Paraguayの現地住民は昔からsteviaの葉をマ
テ茶や紅茶の甘味づけとして使っている．Planas
（1968）らはsteviaの煎汁をネズミに経口投与し
た際，妊娠率が低下したことを報告しているが，
Persinos（1970），Whistler（1973）らはstevioside
の作用ではないと否定しており，他の物質による
ものであろうと結論している．また　Dorfman
（1960）らはstevioside誘導体のsteviolとdi’
hydro－iso・steviolにホルモン作用があると報告し
ているが，Farnsworth（1973）はこれらの誘導体
がstevia中に生じることはなく，　steviosideの代
謝物でもないと報告している．日本国内における
研究では明石（1975）らが妊娠試験，急性毒性試
験，亜急性毒性試験を行ない，stevia精製エキス
を飼料に混入して与えた場合，いずれの試験でも
悪い影響を認めないとしている5）．今回の一般薬
理試験でも経口投与による影響は認めなかった
が，一部の摘出臓器では比較的低濃度の　stevio・
sideで変化が生じたので，今後この影響がどのよ
うなものであるか検討を加えてみたい．stevlo’
sideの甘味強度にっいては岩村（1982）らの報告
で，6％蕪糖に相当する量は0．4619／eであると
している7）．この結果は今回の甘味測定の結果と
ほぼ一致しており，　steviosideの甘さは蕪糖の120
～130倍と思われる．近年s左泌の葉にはstevio’
side以外の甘味配糖体が数種存在することがわ
かっており，今後これらの物質にも検討を進める
必要があるものと思われる．
ま　と　め
　純度92．6％（S－93）と69．3％（S－－69）の二
種類のsteviosideを用いて一般薬理試験を行
なった．
　ヒト舌による甘味試験でS－－69は蕉糖の約120
倍の甘さを示し，ラットのS－69嗜好性は水の1．
4～2．1倍であった．マウスのLD5。はi．v．で0．89
g／Kg，i．p．で1．38　g／kg，s．c．で1．67　g／kgであった
が，P．o．では169／kgでも死亡例はなかった．ウサ
ギの呼吸，血圧，心電図および体温に対しては15
9／kgのP．o．で始んど変化はなかったが，0．49／kg
のi．v．で血圧低下，呼吸増加，心拍数減少などの影
響があった．中枢作用薬との関連実験や刺激性に
関する実験では対照群との差は少なかったが，摘
出臓器に対する作用では比較的低濃度でウシガエ
ル心運動に変化を与え，ウサギ回腸運動を抑制し
た．またモルモット回腸のヒスタミン収縮に対し
てはS－69が収縮を抑制したが，S－93では殆んど
影響を与えなかった．
1）
と試験研究の動向．農業および園芸，
2）
　　　　　　文　　　　献
住田哲也（1975）新甘味資源作物ステビアの導入
　　　　　　　　　　　　　50：143－148．
加藤一郎（1975）ステビオサイドの利用技術と安
全性．食品工業，10下：44－49．
3）　三橋　博，上野純子，住田哲也（1975）　Stevia
rehandina　Bertoniの栽培研究，　Steviosideの定量に
ついて．薬学雑誌，95：127－130．
4）　松実成忠（1974）甘味源としてのステビアをめ
ぐるわが国の現状と問題点．食品工業，5下：60－64．
5）　明石春雄，横山幸雄（1975）ステビア乾葉抽出
物の安全性について．食品工業，10下：34－43．
6）　藪　正章，高瀬真理子，戸田恭司，谷本加代子，
安武愛記，岩本義史（1977）天然甘味料Steviosideに
ついて　数種の口腔細菌の増殖に及ぼす影響．広大歯
誌，9：12－17．
7）　岩村淳一，木下了彦，石間紀男，片山修，守田
豊重，平尾子之吉（1982）ステピオシド類の薄層デン
シトメトリーによる直接定量と甘味強度．農化，56：87
－91．
